
Venture
会計事務所ベンチャー

Vol.60

代表社員
税理士

藤田　賢氏

—お父様の事務所を継ぐつもりが、
結局ご自身でイチから開業したと
聞きました。
藤田賢氏（以下、藤田氏）　ええ。事
務所を継ぐというのは、父との昔か
らの約束でした。とはいえ、本音で
はサッカー選手になりたいと思っ
ていて、大学４年の時にはプロテス
トを受けました。結局その夢はかな
わず、約束通り税理士を目指すこと
にしたんですが。合格後は東京の税
理士法人で計５年ほど勤務し、29
歳のとき、事務所を継ぐため地元・
札幌に戻りました。ところが戻って
みると、東京で身につけた業務に関
する考え方と父の考え方がまるで
違う。例えば、会計ソフトひとつに
しても、私はクライアントのニー
ズに合わせてクラウドからインス
トール型まで最適のものをおスス
メしたかったんですが、父は長年の
経験もあるので、業務スタイルがど
うしても固定化していました。業務
に関する核の部分で、お互いなかな
か波長が合わないなと。ならばいっ
たん、私の理想の事務所を自力でつ
くってみようと考えたので開業す
る場所は、あえて父と同じ札幌。こ
こで成果を出せば父もわかってく
れると思いましたし。
—地元とはいえ、29歳で開業。お父
様からの支援はあったのですか。
藤田氏　支援はまったくありませ
んでしたね。父に事務所の軒先を借
りてはいたものの、賃料もしっかり
払っていましたから。しかも、受験
生・社会人になってからは東京に出
ていたので、札幌で仕事関係の人脈
はないも同然。かろうじて、古くか
らの友人が紹介してくれた顧問先
を１件確保してのスタートでした。

開業して半年ほどは事務所賃料や
システム費用など固定費が重く、新
聞配達でしのごうかと考えたほど
です。まさに生きるか死ぬかといっ
た状況でしたが、経営に失敗すれば
父に頭を下げなければならない。そ
れだけはなんとか避けたい一心で
した。
—そのような徒手空拳の状態から
クライアントを増やすことができ
た理由は。
藤田氏　まずはマーケティングを
工夫しました。東京で勤務していた
頃から将来的に事務所を継ぐ予定
だったので、他社のWebサイトなど
を参考にして「お客さんに響く見せ
方」を研究していたんです。会社設
立から仕事を取りたいと思えば、自
分と同じ年頃の若手起業家をター
ゲットに想定して、同世代で相談
しやすい税理士であることを打ち
出します。これで、面談にこぎつけ
るまでのハードルはグッと下がり
ますよね。とにかく１回お会いでき
れば仕事を任せていただける、とい
う自信はありましたから。「会う」と
いう意味で、交流会などのイベント
にも積極的に参加していました。そ
こで知り合った方から、紹介をもら
い、さらにまた紹介してもらうとい
う流れをつくっていました。現在は
クライアントが固まってきたこと
もあり、新たな手法にも取り組んで
います。
—事務所の成長段階に合わせて、
マーケティング手法も変化してい
るのですね。
藤田氏　はい。今は、ビジネスチャ
ンスを提供するために海外視察ツ
アーを主催しています。昨年は３泊
４日でフィリピンのマニラやベト
ナムのホーチミンを視察しました。
私自身、一昨年から昨年にかけて３
〜４回は現地に訪問したのですが、

ビジネス面の成長性を肌で感じま
して。活気あるアジアのマーケット
を顧問先に見ていただき、ビジネス
に生かしていただこうと思いまし
た。現地に住む信頼できる日本人コ
ンサルタントの方に、フィリピンや
ベトナムの現状と今後について解
説してもらいました。顧問先からの
ご紹介で参加いただいた方もいて、
新たなクライアントの開拓手法と
しても手ごたえをつかんでいます。
—海外に関するサポートは、かな
りの労力がかかるのでは。
藤田氏　私自身がさまざまなこと
に挑戦したい性格でもあり、海外
に関する仕事には魅力を感じます
ね。フィリピンは大手事務所がま
だ手をつけていない国でもあり、
後発事務所としてはチャンスを取
りに行く場面だと思います。

—新たな「挑戦」として、東京にも
事務所を構えましたね。きっかけ
を教えてください。
藤田氏　東京は質の高い情報が多
いので、札幌のクライアントに役
立つ情報を仕入れることができま
すし、事務所メンバーの成長にも
つながる。札幌で連携させていた
だいている会社が東京に進出する
ことになって新規の紹介も見込め
るので、タイミングが来たと思って
打って出ました。進出を決めてから
実際に事務所を開設するまで１、２
か月。即決でした。また、父の事務所
と合併を果たしたことも、きっかけ
のひとつかもしれません。合併から
１年経過した後は運営を完全に私
に任せてもらえる条件でしたので、
独立して２年半経って父も自分の
やり方を認めてくれたのかなと。気
持ち的に後押しされた部分もある
と思いますし、私が東京に行っても
札幌は父が見ているという安心感
があります。
—今後の目標を聞かせてください。
藤田氏　将来の事務所の規模感は、
まだ決めていません。海外展開も考
えていますが、まずは人材を育て、
サービス品質を高めて、メンバーが
お客様とより良い関係を築けるよ
うにしていくのが先決です。業務内
容に関しては、税理士業務も事業の
ひとつとしつつ、中小企業の売上
アップ支援や経営会議参加、財務コ
ンサルなども手掛けたいと思って
います。社会貢献の意味も込めて、
ベンチャー企業への投資事業や海
外進出支援にも関心がありますね。

「社会的価値の高い事業をする事務
所」が将来の目標でしょうか。

実家との約束で、事務所の後継者として東京で修行して地方に
戻る——。よく聞く話だ。しかし、FUJITA税理士法人・代表社員
の藤田賢氏は一度は後継者として戻りながら、あえてその道を
選ばず、父と同じ札幌で独立開業。地元とはいえ20代の若さで人
脈もないなか着実に実績を積み重ね、札幌から東京へと進出を
果たした。将来は海外展開も狙いたいという。その事務所拡大の
手法と、今後のビジョンについて話を聞いた。
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人脈ない地元で独立開業
マーケティングで顧客獲得

札幌から東京へ進出
海外展開も見据え事業多角

FUJITA税理士法人 
（北海道札幌市）

2012年に藤田賢氏が29歳で設
立した「藤田賢税理士事務所」
が母体。その後、合併を経て、
2014年 にFUJITA税 理 士 法 人
として法人化。グループに社労
士事務所と行政書士事務所を
持つ。札幌・東京の２拠点で、税
務・会計を中心に経営全般に関
する情報提供などを手がける。
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